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【1】 平成23年3月期 第2四半期累計期間決算の状況
①業績ハイライト

・ 売上高16,542百万円、営業利益416百万円、経常利益465百万円

・ 特別損失（資産除去債務等）を計上するも当期四半期純利益258百万円を確保

（前年同期比185.6%）

・ 第1四半期に続き営業キャッシュ・フロー黒字確保、450百万円

（前年同期△319百万円）

上半期実績、前期および業績予想に対して大幅に増加

売上高 営業利益 経常利益（百万円）
（百万円）（百万円）
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【1】 平成23年3月期 中間期決算の状況
②貸借対照表

143

262

174

△293

143

△533

676

増減

―5,8706,014負債・純資産合計

―1,4021,664純資産

資産除去債務の増加55230固定負債

未払金の減少

店舗閉鎖損失引当金の減少
4,4134,119流動負債

―5,8706,014総資産

不動産の売却

投資有価証券評価損
2,3121,779固定資産

現預金の増加3,5584,235流動資産

主たる要因2010年3月末2010年9月末

【百万円）
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【1】 平成23年3月期 中間期決算の状況
③損益計算書

---51少数株主損失（△）

--77.2%2138法人税等合計
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-

-

275

245

-

-

15,405

第2四半期

業績予想

185.6%

410.6%

2,316.9%

230.2%

204.7%

105.1%

112.0%

117.6%

増減率 達成率
当期連結

実績

258

196

26

465

416

2,856

3,272

16,542

前期実績

103.4%139当期純利益

-47特別損失

-1特別利益

169.3%202経常利益

170.0%203営業利益

-2,718販売管理費

-2,922売上総利益

107.4%14,068売上高

（百万円）

エコカー補助金制度終了の駆け込み需要によりユーザー買取が堅調に推移。

前期および当期1Ｑに出店した新規店舗の本格稼動が売上に貢献。

従業員一人当たりの生産性の向上。

ユーザー買取台数が大幅に増加し、売上総利益は前年同期比112.0%。 売上総利益率は、19.8%となり、

前期と同水準を維持。

前期からの新規出店により、前年同期と比べ、家賃・人件費は増加したものの、広告宣伝費等の販売管理費

を圧縮した結果、営業利益は、前年同期比204.7%。

当期純利益は、特別損失（投資有価証券評価損120百万円の計上等）を吸収、前年同期比185.6%の258

百万円を確保。

■トピックス

＜売上高＞ ・・・・・・・・・・・・・・・

＜売上総利益＞ ・・・・・・・・・・・

＜販売管理費/営業利益＞ ・・

＜当期純利益＞ ・・・・・・・・・・・
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【2】 訴訟の判決に対する控訴について①

・平成20年3月4日、東京地方裁判所に元役員（以下、「原告」という。）より、当社に預託した
約37.4億円の返還請求権を有しているとして訴訟を提起される。（平成20年3月6日プレスリリース）

・当該訴状受領後、原告が当社に預託したと主張している平成11年当時の関連資料を調
査した結果、入金の事実は確認したものの、当社においては、異なる会計処理となっており、
債務としての認識はないと主張。（平成20年4月18日プレスリリース）

■ 預託金返還請求訴訟の経緯

■ 一審判決 （平成22年10月12日）

原告側の主張を全面的に認める判決により当社敗訴。（平成22年10月13日プレスリリース）

＜判決の要旨＞

・資金預託契約締結がなされたとされる誓約書が、手書きによって作成され、当社の代表者印ではなく、個人印
が押印されているが、作成名義が当社である以上有効。

・原告が、当社への振込証書を持っている以上原告の振込みである。

・当該送金は、「当社創業者の業務上横領事件の弁償金である」という当社主張の根拠としている業務上横領
事件においての陳述は、客観的証拠ではなく、供述証拠に過ぎない。
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【2】 訴訟の判決に対する控訴について②

■ 一審判決に対する控訴を申立て、当社の主張が認められる事を確信。

（平成22年10月20日ﾌﾟﾚｽリリース）

・担当弁護士を変更し、社長・副社長を中心としたプロジェクトチームを結成。

・監査法人と協議の結果、引当の追加計上等は、不要と判断。

当社創業者の
業務上横領事件

当社創業者の刑事裁判（最高裁に
おいて上告棄却により確定）におい
て、当該送金は、創業者の横領の
一部弁償金として認定された。

当該預託金返還訴訟

当該送金は、預託金として認定され、
刑事事件の陳述は、客観的証拠で
はないと判示し、預り金として認定。

同一の送金であるのに刑事事件と
異なる認定がなされた一審判決は、

当社として到底承服できない。
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【3】営業施策進捗
①業者向け販売の強化
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前期急伸した業者
販売台数を更新
（105%）

カーチス倶楽部会員数9,000社突破、業者販売の増加に寄与

今年１２月末までにカーチス倶楽部

会員数目標 10,000社

稼働率の向上とサービスの拡大により、業

者販売の更なる強化とクルマ業界をリード

する組織をめざす。

（台）

オートオークションでの販売比率を押し

下げ粗利益率の更なる改善を図る。
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【3】営業施策進捗
②新規店舗の出店

当中間期 3店舗新規出店（東京都江戸川区、神奈川県小田原市、鳥取県倉吉市）

※エコカー補助金終了の影響等を考慮し、新規出店を推進

■前期出店店舗（6店舗）の当中間期の実績

売上高：1,379百万円 店舗収益：89百万円

平成22年10月16日 カーチス泉大津（大阪府泉大津市）をオープン。今後、東名阪を中心

に効果的な新規出店を予定。

カーチス小田原

前期出店店舗の実績が堅調に推移。
引き続き積極的に出店することにより、出張査定・買取り
サービスの効率化、大型販売店を中心とした買取直販の推
進を図り、収益向上を目指す。
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【3】営業施策進捗
③インターネット販売の強化

インターネット媒体の販促利用

■モバイルサイトを３キャリアで公式サイト化

・平成22年10月より、Docomo／au／softbank の３キャリアで「カーチス」モバイルサイト（http://carchs.jp/）が公式サ
イト化。出張査定の申し込みや在庫車情報の検索が携帯電話より簡単にアクセス可能となる。
（既に、査定受付を開始しており、査定件数増加を目指す。）

■Yahoo!オークション出品開始

・平成22年7月、中古車情報サイト「車選び.com」への在庫車両の掲載に続き、同年9月16日より個人向けインターネッ
トオークションサイトである「Yahoo!オークション」への出品を開始。

インターネット媒体の更なる強化によ

り、新規顧客を獲得し、効果的及び

効率的に、粗利益率の向上を図る。

【 「カーチス」モバイルサイト】


